






過去 3年間に「乳幼児突然死」と診断され解剖が行なわれた症例を収集し、疫学班(2)(渡

辺富雄分担研究者と研究協力者)で検討し「SIDS」とされた 12例について臨床病理学的に

検討を行なったので報告する。 

疫学的事項に関しては死体検案書を参考にしたためデータが不充分であるが分かる範囲で

行ない、また病理組織学的には多くの臓器について検索したが、この度は肺の所見につい

て述べる。なお、肺の病理組織学的所見は昭和57 年度「乳幼児突然死(SIDS)」に関する研

究、研究報告書(昭和 58 年 3 月)に発表(34 頁)してある分類を用いた。 


